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本誌に掲載された下記の論文について、同一データセットの先行論文を適切に引用してい

ないという点において出版倫理上、問題があると認められました。著者全員の同意のもと、

下記の情報を記載し、ここに訂正いたします。 

 

 
「Journal of Health Psychology Research」29 巻 1 号，25-37 頁（2016）に掲載された

原著論文「ソーシャルスキルが導くアスレティック・バーンアウトの抑制効果―二過程モデ

ルを基にしたバーンアウトの水準によるモデルの比較―（著者：雨宮怜・上野雄己）」は、

既発表論文におけるデータを分析したものであり、本研究で用いたデータセットは、以下の

先行研究と同一のものである。 
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